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パーキンソン病患者における頸部多チャンネル表面筋電図による嚥下動態の解析と電気刺激

による効果の検討

研究者 広島大学大学院医系科学研究科脳神経内科学 職名 助教 氏名 中森 正博

〔研究の概要〕

高密度表面筋電図（HD-sEMG）は、運動単位の活動と動員を非侵襲的に分析することが可能な新規検

査法である。嚥下関連の機能を評価するために、本研究ではパーキンソン病（PD）患者の舌骨上筋群を

HD-sEMGで評価した。さらに、頸部経皮的干渉電流刺激の介入によってもたらされる変化を評価した。

パラメータは、変動係数（CoV）、modified entropy、相関係数、および電位の平均二乗根（RMS）を用い

た。22人の PD患者で評価した。60％ maximum voluntary contraction （MVC）時の RMSは、PD患者で

は正常対照群よりも有意に低かった（p = 0.007）。頸部経皮的干渉電流刺激後、40％および 60％MVCで

の相関係数は有意に減少（p = 0.040、p = 0.048）、60％MVCでの RMSは有意に増加した（p = 0.035）。

HD-sEMGは、電気生理学的変化を検出し、治療効果を評価できるという有用性が示唆された。 

 

〔研究経過および成果〕 

特定臨床研究として介入試験を実施した。広島

大学病院倫理委員会に提出し、令和 4 年 4 月 25

日承認、jRCT公表を行った。症例数設計は統計解

析の結果 27名となった。開始から 4週間以内に、

2 名が個人的な理由で参加を中止し、同意を撤回

した。さらに、検査環境でノイズが混入したため、

3名が評価から除外された。その結果、最終的に、

22名のデータの評価を行った。さらに、嚥下障害

のない 14 名の高齢者も正常対照群として評価し

た。 

PD患者と正常対照群の CoV、modified entropy、

相関係数、RMSを示す。40％および 60％MVCに

おいて、CoV、modified entropy、および相関係数

において両群間に有意な差は見られなかった。ま

た、40％MVCにおける RMSも有意な差はなかっ

たが、60％MVCにおいて PD患者の RMSは正常

対照群よりも有意に低かった（p=0.007）。 

＜PD患者と正常対照群の比較＞ 

 

次に、頸部経皮的電気干渉電流刺激介入前後の

HD-sEMG のパラメータを比較した。その結果、

40％および 60％MVC での相関係数は有意に減少

（p=0.040、p=0.048、それぞれ）、および 60％MVC

での RMSは有意に増加した（p=0.035）。 

【助成 40-45】
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＜頸部経皮的電気干渉電流刺激介入前後の比較＞ 

 

さらに、PD 患者において正常対照群と比較し

て有意に低かった 60％MVCでの RMSに注目し、

探索的な統計分析を行った。運動症状のサブタイ

プごとにわけての検討を行い、UPDRS part3の四

肢スコアが高いと60％MVCでのRMSが低いとい

う有意相関を認めた（p=0.048）。 
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